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インキュベーション事業部
ー 社会起業家支援プログラム

ー オープンイノベーション

INCUBATION



過去、約40のプログラムを運営してきたtaliki。
8期では5地域/1企業様と計8つのプログラムの企画・運営を行いました。

KSIP
京都府内で活動し、インパクトス
タートアップを目指すU30対象の
５ヶ月間の起業家支援プログラム。
豪華ゲストによる実践講義から、
個別の1on1支援など幅広いサポー
トを通してお互いにナレッジを共有しあう起業コミュニティでの
支援を行いました。

TOKYO SOCIAL COMMUNE
Acceleration Program 「RISE」

プレシード～シードのソーシャルスタートアップを志す起業家、
PSF（プロブレムソリューションフィット）検証や顧客獲得に向
けた検証を行なっている方を対象とした５ヶ月間のプログラム。
実践的な学び、メンターの伴走支援、先輩起業家によるフィード
バックを通じて、社会性と経済性を両立する事業の実証フェーズ
を支援しました。

宇治未来キャンパス
宇治市をフィールドに地域活性化や高齢化問題、地域産業などの
課題解決を目指す、実践的なプログラム。高校生や大学生を対象
に4ヶ月間の伴走支援やプロトタイプ検証などを行いました。

株式会社NTTドコモ

支援機能の連携を図り、ビジネス化が難しい領域の社会起業家を
支援できる体制づくり・長期で支援する必要がある社会起業家を
継続的に支援できるコミュニティの形成を目指しました。講義や
メンタリングを通じて、最低限プロトタイプ実行を2回転し、難
しい領域で資金調達できる体制を整えるためのノウハウや知識の
インプットを行いました。

うむさん創業アカデミー サービス設計コース

沖縄で社会起業家支援を行っているうむさんラボと共催している
本プログラムにて、これまで400名以上の事業立ち上げ・拡大を
支援してきたtalikiのノウハウを生かして、創業伴走支援を提
供。起業を考えている方、事業アイデアがあるけど実現方法が分
からないといった方向けに、創業まで伴走するプログラムを開催
しています。

社会起業家支援プログラム

8期実施プログラム

（社内起業家育成プログラム）
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合宿・中間発表

マーケティング

ファイナンス

社会課題解決を

ビジネスで解決する

ピッチレクチャー

最終発表

※一部抜粋

BEYONDにて

スケジュール

京都リサーチパーク(株)と

共催で、社会課題領域に

取り組む事業を半年以内

に起業予定、または起業

2年未満で事業拡大/新規

事業立案を検討している

U30の起業家を対象とした、3ヶ月の支援プログラム。仲間達と

の毎週の進捗報告会の他、経営者やVCなどのメンターからのフ

ィードバック、講演会などが毎月開催。

この３ヶ月は、事業を磨く時間であると同時に、

自分たちの軸を深く掘り下げる時間でした。

COM-PJという場で、痛みを分かち合い、志を高

め合える仲間たちと出会えたことは、何よりの財

産です。これからの人生でも関わり続けていきた

い、大切な仲間に出会えました。

事業アイデアももちろんですが、その一歩手前の

思想やマインドセットも形成頂いたと考えている。

メンターの皆様や周りのGiverな起業家、

そして「社会課題解決とは」にフォーカスした講義

を実施いただき、社会課題解決の担い手としての

心持ちを育てていただいた。

参加者の声

皆さまが居なければ、こんな経験は出来ず、

仲間も出来ませんでした。 メンバーと2人で

まだ迷い、闇の中にいたと思います。 そこ

に光がさした。 運営の皆さんがいて、仲間

がいて。 私が感じたこと、やりたいことは

間違いではなかった、無意味ではなかったと

感じることができました。 

8期実施プログラム
COM-PJ

KOBE SOCIAL PORT

「社会課題の解決を志す起業家を神戸から増やしていく」ことを

目的に、起業準備中・起業に関心のある方を対象に支援する4ヶ月

間のアクセラレーションプログラムを開催中です。

社会的インパクトと経済的リターンを両立するビジネスモデルの

構築を目指す「デザインコース」とインパクト評価・マネジメン

トを通じた成長に向けたスケーリングを目指す「スケールコース」

に分かれ、PMF前後の事業者の皆さんへ、講座やワークショッ

プ、定期メンタリング等を通じ、社会課題解決の手法の検証、イ

ンパクト評価・マネジメント、多様なファイナンスの検討などを

支援するプログラムです。

Co-cial アクセラレーションプログラム

社会起業家支援プログラム



運営による

1on1 ５
外部への

マッチング

ゲスト講義

taliki講義

メンター

壁打ち会

4.3

4.9

4.8

4.9

社会課題解決型の新規事業共

創に向け、ワーキンググルー

プを立ち上げ京都で活動、両

社の技術や経験を生かしたソ

リューションを提供すること

で、地域企業のウェルビーイ

ング向上を目指しています。

日立社会情報サービス

社会課題解決型の新規事業の

創出と、西部ガスグループと

社会起業家のマッチングなど

を目的に、TOMOSHIBI共創プ

ラットフォームの伴走支援や

社内提案制度YOAKEのプログ

ラム支援を行っています。

西部ガス

ホールディングス

COM-PJ満足度
(5点満点)

参加者アンケート

社会課題の変遷や地域経済の構造を

深く理解し、地方創生業務の高度化

を目指すため、「地方創生のインパ

クト評価に向けた共創プロジェク

ト」を行っています。

ちゅうぎんフィナンシャルグループ/中国銀行

105
8期でのPJ参加者総数

人

インキュベーション事業部 8期実績

協業実績数

社計
３

プログラム関係での成果

①RISE参加者の東京バル筒井さんが

BEYONDスケールピッチで一つ受

賞、Slowfast谷口さんはトリプル受

賞。谷口さんはピッチ後、授与企業

との事業連携の話も進んだ。

②COM-PJの3ヶ月間で参加者フェー

ズを着実に引き上げすることに成

功。

参加時  

特定の社会課題を認知しているが、

具体的なソリューションはない状態
参加後  

サービス・プロダクトの検証ができ

てる状態

社会課題を解決する企業同士を繋げ、新規事業創出や協業を行う

オープンイノベーション。8期では3社のオープンイノベーションに

携わりました。

計

オープンイノベーション

▽ある参加者の例



ファンド事業部

FUND



介護・福祉領域に特化した謝礼付きボランティアの地域

互助プラットフォーム「スケッター」を運営

株式会社プラスロボ

ファンド事業部

1年間の主な活動

・2号ファンド設立

・投資先との経営ミーティング

　（中長期戦略の策定支援）

・Exit、人事、自治体連携など

　投資先課題に合わせた多様な勉強会 

・投資先交流会 

シード〜シリーズAまでの出資や投資先へのハンズオン支援を行う

talikiファンド。2020年組成の1号ファンドでは、過去に社会起業家

17社の投資を行っています。

投資先成長状況（一部）

株式会社デジリハ
デジタルアート×多彩なセンサーを併用した新しいリハ

ビリツール「デジリハ」を開発

投資時点
現在

シードラウンド プレシリーズA

2号ファンド設立
この度、taliki2号ファンドを設立いたしました。

LPには、西武信用金庫様や大広様、その他個人投資家や

事業会社などにご出資いただきました。一般財団法人日本

民間公益活動連携機構（JANPIA）からのご出資も内定し

ており、総額20億円規模でクローズを目指します。

約

投資時点

スケッター数

3,000人
10,000約 人

スケッター数

現在

3倍約

約

領域

社会課題領域全般

ステージ

シード・アーリーステージ中心

特徴

課題解決と高い拡張性を志向する

スタートアップ

注力領域
少子高齢化/地域/マイノ

リティ/セーフティネット

投資対象 投資金額

1社あたり

100万～5,000万円

想定投資社数

20社以上



ファンド事業部
1年間の主な投資先NEWS

あすいく
VC、事業会社、個人投資家などからプレシリーズAの資金調
達を実施

東京初のヴィーガン寿司専門店「Vegan Sushi Tokyo」のフラ
グシップ店を渋谷にオープン

プラスロボ
介護・福祉領域に特化した謝礼付きボランティアの地域互助プ
ラットフォーム「スケッター」の各自治体連携が加速。仙台市
のボランティア応募件数は半年で2000件超え、約８割が未経験
層で介護人材の裾野拡大に寄与

AiCAN・デジリハ
Forbes Japan【世界を変える「次世代インパクトスタート
アップ30社】に選出

Gab
再利用が困難だった廃棄物を炭化し、人工皮革などの多様な素
材へ変換できる新循環ソリューション「.Garbon」を新規リリ
ース

ブイクック

お知らせ

2号ファンド組成についての詳細はこちらのプレスリリースを
ご覧ください。また、本ファンドからの出資をご希望の方は下
記よりお問い合わせをお願いいたします。
お問い合わせ：https://taliki.vc/

株式会社AiCAN
「すべての子どもたちが安全な世界」の実現を目指し、AIやデータ分析を
活用した虐待対応の業務効率化や意思決定支援アプリ「AiCAN」の開発・
提供を行う。 ※株式会社デジリハについては前ページをご覧ください。

株式会社Gab
「社会課題解決の敷居を極限まで下げる」をミッションに、ゴミ拾いイ
ベント「清走中」や、エシカルな商品に特化した専門店「エシカルな暮
らし」の運営を行う。

株式会社あすいく
いつでもLINEから一時保育や習い事の検索・予約ができるサービス「あ
すいく」を運営。体験型保育イベントの企画など、保護者が安心して自分
の時間を持てるような子育てのサポートを行う。

株式会社プラスロボ
介護福祉領域の人手不足解消を目指し、介護・福祉領域に特化した謝礼
付きボランティアの地域互助プラットフォーム「スケッター」を運営。

株式会社ブイクック
「Hello Vegan!」をミッションに掲げ、ヴィーガン生活を支える様々なプ
ラットフォーム事業を展開。レシピ投稿サイト「ブイクック」や、ヴィー
ガン寿司専門店「Vegan Sushi Tokyo」の運営を行う。

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000026.000036295.html
https://taliki.vc/


シンクタンク事業部

THINK TANK



200
社会起業家への取材＆発信

名以上の

発信テーマ
アフリカを中心とした新興国におけるIT
人材開発・紹介ビジネスの現状と可能性
を、先行事例の収集及び分類から明らか
にしています。

「いちばんたくさんのいいこと」（Singer
2016）を個人や組織が実践することで、
あらゆるアクターが社会課題解決の担い
手となる社会について提示しています。

「再分配のはじまり」を掲げる
BEYOND2025に先立ち、インパクト投資
とは何か？から有効性・困難についてま
でが述べられています。

メディア事業部から
シンクタンク事業部へ
私たちは2017年の創業以来、貧困・福祉・教育・環境・ジェン
ダー・まちづくりなど、多様な社会課題に挑む200名以上の社会
起業家の声を取材・発信してきました。
 taliki.orgには、困難のなかで社会的インパクトと事業成長の両
立に挑戦してきた起業家の知見が蓄積されています。
これらの取材データをもとに、社会課題の構造、ビジネスモデ
ル、インパクトとグロースの共通項などを分析し、課題解決に
資するインサイトを導き出すことが次の使命だと考えていま
す。
そのため、私たちは「社会起業家取材メディア」からシンクタ
ンク機能を持つ存在へ進化していきます。

メディア事業でのデータを活
用したシンクタンク機能

talikiのシンクタンクは「リサーチ×研究×データベース」機能を
併せ持つことにより、個別の実践的知見から、マクロ視点での未
来仮説を導き出せる可能性を持っています。 目指すのは、「人類に
社会課題解決事業に関する知の総量を増やす」こと。 そしてその
知をもとに、起業家だけでなく、各セクターを動かす“知の起点”に
なることで、社会課題解決の推進に寄与していきます。

目指すもの

https://taliki.org/archives/8509
https://taliki.org/archives/8489
https://taliki.org/archives/8444


カンファレンス

CONFERENCE



開催概要

参加者数

1141人のべ

メディア掲載情報

14
BEYOND各数値

平均満足度

4.6

ゲスト数

31人

※参加者アンケートより

出展者数
出展40

コンテンツ数 9コンテンツ

トーク

セッション数 9 セッション

BEYOND
『BEYOND』は、社会課題解決に取り組むプレイヤーを支援する株式会社

talikiによる、国内最大級のソーシャルカンファレンスです。2018年から

過去8回開催し、延べ2700名以上の方に参加していただきました。

9回目の今回は京都市・京都リサーチパーク株式会社とBEYOND実行委員会

を設立し新体制での開催となりました。

再分配の

はじまり
コンテンツ一覧

BEYOBD2025テーマ

10月3日（金）〜 4日（土）
日時

場所
京都リサーチパーク4号館

主催
BEYOND実行委員会

トークセッション

社会起業家スケールピッチ

COM-PJファイナルピッチ

NPOピッチ

VCスクランブル 

社会起業家ブース 

寄付ブース

協賛企業ブース

ネットワーキング 

-アフターパーティ

-エグゼクティブエリア

（投資家との壁打ち） 

プレイベント 

BEYOND2025に先駆け、全国4都市

で計5回開催。多彩な企画を通じ

て、BEYOND当日への学びを深める

ための事前インプットや、新たな仲

間とつながる機会を提供しました。

プレイベント・
サイドイベント

サイドイベント

BEYOND2025に共感したパートナ

ー企業/団体によるイベント。各地

で多様なイベントが合計13件開催

されました。

BEYOND2025 成果

参加者の声 セッションを聞いて起業家と

しての思いやなぜ自分が今ま

でやってきたのかという感覚

を思い出せました。エンジェ

ル投資家さんとの繋がりも得

られて大変満足です。 (社会起

業家)

社会起業家の方のピッチを生で聞

いたり、VCの方の想いや今後の目

標、目指す社会を伺ったことで、

自身の社会起業家支援へのモチベ

ーションや、より良い社会のため

に諦めず活動していこうという想

い強まった。(学生)

ここが最前線。

セッションを目当て

にくるカンファレンス

珍しすぎる。(投資家)

参加した当社のスタッフが他のブースの

人たちに感化されて新たな夢を持つよう

になりポジティブな出会いが多数生まれ

た。(社会起業家)

talikiさんが本気だからこそ、talikiさんに関われ

た人たちが本気になって、まるごと受け入れてく

れたことを他の人のために動いていく循環が生ま

れていて、その渦が大きくなっていることを感じ

た。(投資家)

機関19件のべ

（5点満点）

※うちワークショップ2つ



taliki2号ファンド設立を発表

株式会社ちゅうぎんフィナンシャルグループと地方創生の
インパクト評価に向けた共創プロジェクト始動

京都リサーチパーク株式会社との共催による社会起業

家支援プログラム「COM-PJ」6期 開始

社会課題解決型新規事業創出に向け、
株式会社日立社会情報サービスと
ワーキンググループを立ち上げ

感謝・今後について1年間のあゆみ

グローバルビジネス誌 Forbes Japan 2025年3月号
 【「インパクト・エコノミー」の未来を創る100人】
に代表 中村が選出

9月

BEYOND2025 開催！

10月

5月

1月

皆様、今年も大変お世話になりました。代表の中村タカです。 

今年を振り返ると、2月はスペイン出張でUNHCRの会議に参加しました。難民問題に関わ
るのが夢だったのでまずは少し詳しくなれて本当によかったです。また、2号ファンドの
ファーストクローズを迎え、西武信用金庫様、大広様をはじめ素晴らしいLPの皆様にご
参画いただいたおかげで、無事スタートダッシュを切ることができました。ありがたい限
りです。

主催イベント「BEYOND2025」では、チームの尽力のおかけで今年度から関与してくだ
さる方が爆発的に増えました。始めた2018年くらいの時はエコシステム形成が目的でし
たが、最近は「みんなが頑張ってきたことを祝福し、あなたの進んでいる道は間違ってい
ないよと背中を押す場所」でありたいと改めて思うようになりました。もちろん、出資等
の実利を提供する使命は外せませんし、これだけ多くの方に関与いただくと様々なリクエ
ストも届きます。でも、難しい問いと向き合いながら自己を肯定する場所であることはブ
ラしたくない。わかりやすいスタートアップシーンとは役割分担したいなと思っていま
す。 

さて、talikiも9期目に入りますが、気持ちはずっと創業期のベンチャーです。新メンバー
がどんどん増え、「〇〇が足りない」と声が頻繁に届くのですが「え、つい最近まで△△
さえなくて、やっと整えたんだよ…！なんなら最近まで〇〇なんて必要なかったんだよ」
と言いながら必死で整えてます。でも新しく人が入るたびに感じるのは、日々フェーズも
課題も更新される成長企業において、足りないものがない状態なんてあり得ないんだな、
と思うようになりました。数年前は2〜3人で頑張っていたのが、今は部長やマネージャ
ーがいて、組織の色や形が変わっていく。まさに新陳代謝を繰り返す生き物のようで面白
いです。 

そんな中、ストレス耐性が異様に高いと自負していた私がメニエールというストレス起因
の難聴になったことをきっかけに（完治してます）、改めて「私も生き物だし経営はマラ
ソンだ」と痛感しました。8期目まで短距離走だと思ってんたかい、という感じですが、
会社という永続的な場所で、自分やメンバー、社会にどう彩りを添え続けられるかを考え
るようになりました。盲目的に人生を捧げて倒れては意味がないし、メンバーがご機嫌な
時ほど良い仕事が出来るんだよな、と。 

とはいえ、弊社より売上が伸長している類似業種の他社を見ると、良い意味で自分はまだ
まだやな、と思ったりもします。「社会課題領域でもちゃんと伸ばせる」ことを証明し
て、後ろに続く起業家たちにカッコいい道を作っていきたい。なので9期目はスピードを
落とさず、とはいえ「遊び」を抱負に頑張ります。

皆様の2026年も、美しく健やかなものでありますように。どうぞ、良いお年をお迎えく
ださい。

talikiの2025の主な出来事をご紹介します。

8月

6月

talikiのバリュー・プリンシプルをアップデート
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